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本院で急性虫垂炎に対して手術を受けられた妊婦さん。
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【研究課題名】

妊婦の急性虫垂炎に対する腹腔鏡手術の安全性・有用性に関する
多機関共同研究

【研究の対象】

この研究は以下の方を研究対象としています。

腹腔鏡下大腸切除研究会の多機関で、 2012年1月1 日から2021年12月
31 日までの10年間に急性虫垂炎に対して手術が行われた妊娠中の患者さん

【研究の目的・方法について】

妊婦に発症した虫垂炎は重症化しやすいため、正確な診断と適切で迅速な治
療が必要となります｡手術治療が望ましいと判断した場合､母体だけでなく胎児
へも影響が及ぶ可能性があることなどを考慮しなければいけません。海外にお
ける大規模なメタアナリシス（複数の研究の結果を統合し、より高い見地から分
析すること、またはそのための手法や統計解析のこと）では､腹腔鏡手術は開腹
手術と比べ胎児死亡率が高いことが報告されています。 日本内視鏡外科学会ガ
イドラインでは「妊婦の虫垂炎に対する腹腔鏡手術は、開腹手術と比較して、流
産率および胎児死亡の発生率が有意に高かった。また早産の発生率､その他の周
術期および産科合併症ではほぼ同様であった。妊婦に対しての腹腔鏡手術の適
応は慎重に行い、今後、臨床試験等で検証していく必要がある」と記載されてい
ます。

近年の腹腔鏡手術の手技､機器開発の進歩はめざましく、これまでの報告とは時
代背景が大きく異なると考えられます｡そのため､本邦発の妊婦に対する腹腔鏡
下虫垂切除術の安全性、有効性を胎児への影響を含めて検証することは重要で
あると考えています。

研究期間：2023年10月23日～2026年3月31日

【使用させていただく情報について】

本院におきまして、急性虫垂炎を発症して手術により虫垂切除を行った妊婦
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